
６
月
議
会
定
例
会
に

 

提
出
し
た
主
な
議
案

八 峰 町６月 議 会 定 例 会

　
春
の
全
町
一
斉
清
掃
が
４
月
14
日
に
行
わ

れ
、
早
朝
か
ら
多
数
の
町
民
の
皆
様
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
例
年
の
よ
う
に
、
八
森
地
区
に
お
い
て
は

町
内
の
側
溝
の
泥
上
げ
や
漂
着
ご
み
等
地
域

周
辺
の
清
掃
を
、
峰
浜
地
区
に
お
い
て
は
、

一
部
実
施
日
を
変
更
し
て
対
応
い
た
だ
い
た

自
治
会
等
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
道
路

脇
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
を
拾
い
集
め
、
指
定
場
所
に
運

搬
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、
可
燃
ご
み
が
約
１
，

２
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
不
燃
ご
み
が
約
１
，

１
０
４
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
昨
年
に
比
べ
る
と

可
燃
ご
み
で
約
２
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
不
燃

ご
み
で
約
１
６
４
キ
ロ
グ
ラ
ム
増
加
し
ま
し

た
。
全
体
で
は
約
３
７
４
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
増

加
と
な
っ
て
お
り
、
ご
み
の
中
に
は
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
で
あ
る
テ
レ
ビ
や
エ
ア

コ
ン
の
ほ
か
、
自
転
車
や
タ
イ
ヤ
、
ス
プ
レ

ー
缶
な
ど
の
不
法
に
投
棄
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
廃
棄
物
な
ど
も
あ
り
、
引
き
続
き
マ
ナ
ー

の
向
上
や
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
斉
清
掃
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

町
民
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
７
月
13
日
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
八
森

地
区
海
岸
清
掃
に
も
町
民
多
数
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
９
日
、
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
、

　
６
月
４
日
に
八
峰
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
開
講
式
に
つ
い
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

　「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
開
講
41
年
目
を
迎
え

た
今
年
度
は
、
新
入
生
25
名
を
含
む
、
３
８

５
名
の
受
講
申
し
込
み
が
あ
り
、
う
ち
３
１

３
名
が
開
講
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
受
講
者
数
は
、
昨
年
度
に
比
べ
若
干
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
町
内
の
小
中

学
校
３
校
を
合
わ
せ
た
児
童
・
生
徒
数
、
３

４
１
名
を
上
回
っ
て
お
り
、
町
内
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
に
寄
せ
る
意
欲
の
高
さ

を
感
じ
さ
せ
る
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
、
開
講
式
に
続
き
、
家
族
の
絆

「
老
い
を
迎
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
劇
団
「
河

辺
わ
さ
び
座
」
に
よ
る
演
劇
を
鑑
賞
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
脳
梗
塞
を
患
う
父
を
持
つ
４
人
家
族
が
主

人
公
で
、
父
親
の
介
護
を
し
て
い
た
妻
が
突

然
に
認
知
症
に
な
り
、
子
ど
も
夫
婦
は
落
胆

し
号
泣
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
時
、
脳

梗
塞
を
患
う
父
が
認
知
症
に
な
っ
た
妻
を
励

ま
し
、
俺
が
守
っ
て
や
る
と
話
す
姿
を
見
て
、

子
ど
も
た
ち
も
家
族
全
員
で
支
え
合
っ
て
生

き
る
こ
と
を
決
意
し
、
最
後
は
家
族
が
一
つ

に
ま
と
ま
っ
て
い
く
と
い
う
、
ま
さ
に
、
現

実
に
起
こ
り
う
る
可
能
性
の
あ
る
内
容
で
、

参
加
し
た
大
学
生
の
中
に
は
、
自
分
と
家
族

を
重
ね
合
わ
せ
、
涙
す
る
方
も
多
く
見
ら
れ

る
な
ど
、
家
族
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
で
は
、
今
後
も
質
の

高
い
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
「
心
と
体
の

健
康
づ
く
り
」
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

真
瀬
川
の
真
瀬
橋
下
流
に
お
い
て
、
八
峰
町

少
年
少
女
水
産
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
サ
ケ
マ
ス
ふ
化
場
の
閉
鎖
に
伴

い
平
成
23
年
度
に
休
止
と
な
っ
て
い
た
サ
ケ

の
放
流
事
業
を
平
成
27
年
度
か
ら
再
開
し
た

も
の
で
、
当
日
は
八
森
小
か
ら
17
人
、
峰
浜

小
か
ら
22
人
、
あ
わ
せ
て
39
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
秋
田
県
水
産
振
興

セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
サ
ケ
の
生
態
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
約
５
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
稚
魚
２
万
５
千
尾
を
放
流
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
の
９
月
に
秋
田
県
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
「
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
第
39

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
秋
田
大
会
」

の
連
携
事
業
と
し
て
地
元
の
一
般
参
加
も
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
数
組
の
家
族
連
れ
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
６
月
５
日
に
は
、
水
沢
橋
下
の
水

沢
川
で
ア
ユ
の
放
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
峰
浜
地
区
で
合
併
前
か
ら

「
岩
子
桜
の
里
」
と
の
共
催
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
峰
浜
小
学

校
の
５
年
生
26
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
体
長
７
〜
８
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
稚
ア
ユ
、
80
キ
ロ
を
バ
ケ
ツ
に

と
り
わ
け
て
水
沢
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
放
流
事
業
を
と
お
し
、
水
辺
の

環
境
保
全
、
魚
の
生
態
や
水
産
業
に
対
す
る

関
心
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
有
限
会
社
峰
浜
培
養
の
経
営
状
況
に
つ
い

　
５
月
26
日
、
八
峰
町
防
災
訓
練
を
岩
館
地

区
を
会
場
に
、
日
本
海
沖
合
で
巨
大
地
震
が

発
生
し
、
秋
田
県
沿
岸
に
「
大
津
波
警
報
」

が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
早
朝
か
ら
地
区
の
住
民
を
始
め
、

八
峰
消
防
署
、
町
消
防
団
な
ど
１
０
６
名
の

方
々
か
ら
参
加
い
た
だ
き
、
午
前
７
時
の
本

多
消
防
団
長
に
よ
る
合
図
の
も
と
、
警
察
お

よ
び
交
通
指
導
隊
に
よ
る
避
難
路
の
確
保
、

避
難
指
示
を
受
け
て
の
住
民
に
よ
る
岩
館
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
、
消
防
団
員
に

よ
る
避
難
に
遅
れ
た
住
民
の
捜
索
お
よ
び
誘

導
と
避
難
し
た
方
々
の
確
認
、
地
域
住
民
の

皆
様
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
初
期
消
火
な
ど

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沿
岸
部
の
自
治
会
に
お
い
て
も
、

各
自
治
会
独
自
の
計
画
に
よ
る
津
波
避
難
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
岩
館
第
一
・
第
二
自

治
会
の
住
民
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
八
峰
消
防
署
、
町
消
防
団
、
警

察
、
交
通
指
導
隊
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

町長の行政報告を
　　　  お知らせします

　八峰町６月議会定例会が１２日から１４日までの会期で開かれ、町長の行
政報告や一般質問、補正予算の議案審議などが行われました。
　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。

✍
令
和
元
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
７
千
87
万
９
千
円
を
増
額

追
加
し
た
主
な
歳
出

　
　
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
繰
出
金
、
水

　
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事
業
費
負

　
担
金
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

　
事
業
補
助
金
、
給
食
セ
ン
タ
ー
空
調

　
機
器
新
設
に
伴
う
設
計
管
理
業
務
委

　
託
料
及
び
工
事
費
な
ど

✍
令
和
元
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

•
八
峰
町
国
民
健
康
保
険
事
業

　
69
万
４
千
円
を
増
額

•
八
峰
町
介
護
保
険
事
業

　
８
７
９
万
５
千
円
を
増
額

•
八
峰
町
簡
易
水
道
事
業

　
１
５
１
万
６
千
円
を
減
額

•
八
峰
町
公
共
下
水
道
事
業

　
２
万
７
千
円
を
増
額

•
八
峰
町
営
診
療
所

　
８
万
６
千
円
を
増
額

✍
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
の
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
報
告

✍
平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
の
継
続
費
繰
越
計
算
報
告

各
自
治
会
な
ど
の
協
力
の
も
と

 

八
峰
町
防
災
訓
練
を
実
施

早
朝
か
ら
多
く
の
町
民
が
参
加

 

春
の
全
町
一
斉
清
掃

町
内
小
学
生
を
対
象

 

サ
ケ
・
ア
ユ
の
稚
魚
放
流
事
業

　
５
月
29
日
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
６
回
目
の
参
加
と
な
る
今
年
度
は
、
目
標

を
金
メ
ダ
ル
の
獲
得
と
参
加
率
70
％
の
継
続

を
掲
げ
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
番
当
日
は
、
早
朝
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
人
や
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
動
か
す

人
、
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
で
汗
を
流
す
人
が
多
く
見
ら
れ
、

そ
の
後
も
学
校
や
職
場
、
公
園
や
体
育
館
な

ど
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
に
取
り
組
む
姿
が

終
日
見
受
け
ら
れ
、
ま
さ
に
町
が
ス
ポ
ー
ツ

一
色
に
染
め
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
当
町
の
参
加
率
は
過
去
最
高

で
あ
っ
た
昨
年
を
更
に
上
回
る
72
・
７
％
を

記
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
対
戦
相
手
で
あ
る
富
士
山
が
見
え

る
町
「
山
梨
県
南
部
町
」
の
参
加
率
は
66
・

３
％
で
し
た
の
で
、
見
事
勝
利
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
町
内
外
の
皆
様
と
、
実
施
に
当
た
り
ご
協

力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
、
町
内

事
業
者
、
各
種

団
体
や
多
く
の

関
係
者
の
皆
様

に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
製
造
し
た
ホ
ダ
を
２
４

５
万
５
千
本
販
売
し
た
ほ
か
、
直
営
ハ
ウ
ス

の
生
シ
イ
タ
ケ
と
合
わ
せ
た
総
販
売
額
は
３

億
９
千
万
円
の
実
績
で
、
会
社
全
体
と
し
て

は
１
，
１
２
０
万
円
余
り
の
黒
字
決
算
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
よ
り
ホ
ダ
販
売
代
金
が
、

Ｊ
Ａ
に
よ
る
立
て
替
え
払
い
か
ら
生
産
者
と

の
直
接
取
引
と
な
り
、
販
売
代
金
の
入
金
の

遅
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
産
者
か
ら

の
入
金
は
、
多
少
の
遅
れ
は
あ
っ
た
も
の
の

未
収
な
く
回
収
で
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

資
金
運
用
に
つ
い
て
も
、
借
入
金
の
活
用
等

的
確
な
運
転
資
金
計
画
を
立
て
、
支
障
が
出

な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
、
新
規
就
農
や
既
存
生
産

者
に
よ
る
施
設
増
は
あ
る
も
の
の
、
栽
培
方

式
の
変
更
、
高
齢
化
や
雇
用
者
を
確
保
で
き

な
い
こ
と
に
伴
う
規
模
縮
小
な
ど
の
要
因
か

ら
、
ホ
ダ
製
造
に
つ
い
て
は
、
２
５
０
万
本

の
販
売
計
画
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
オ
ガ
粉
や
燃
料
、
電
気
料
金
の
値

上
げ
な
ど
経
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
厳
し

い
経
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
従
業
員
の
作

業
体
系
を
変
更
す
る
な
ど
し
て
経
費
削
減
に

努
め
る
こ
と
と
し
、
会
社
全
体
の
当
期
利
益

金
７
４
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
か
ら
県
と
町
と
の
協
力
に

よ
り
、
地
元
ナ
ラ
材
を
使
用
し
た
栽
培
実
証

試
験
を
実
施
し
て
お
り
遜
色
の
な
い
結
果
が

出
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
業
化
の
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
黒
字
決
算
報
告

 

有
限
会
社
峰
浜
培
養

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て

 

こ
と
ぶ
き
大
学
開
講
式

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

参
加
率
72
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
で
過
去
最
高
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